
- 今月の主な内容 -
●初議会・新議員さんにお聞きしました…2〜 3

●9月定例村議会…4

●自治功労・旭日単光章受章…5

●令和 4年度わが村の家計簿…6〜 9

若鷹祭　　　　　　　　　　　　  

9月30日(土)、小川中学校で第61回若鷹祭が、
『Shining Smiles　～ 繋 が り を 大 切 に ～』を

テーマに開催されました。
来場者へ歓迎の気持ちを込め、初の試みとし
てステンドグラスが制作されるなど、コロナ
渦を乗り越えて新しい若鷹祭となりました。

広
報おがわ

ここでいい、ここがいい！ 小川村 2023(令和5)年  
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村議会議員
一 般 選 挙 10名の新議員が誕生

初議会開催される

常 任 委 員 会

議会運営委員会
議会報編集
特別委員会委　員　会

総 務 建 経
常任委員会

社 会 文 教
常任委員会

委　員　長 大久保　利　廣 峰　村　正　一 塚　田　綾　子 和　田　一　秀

副 委 員 長 松　本　敏　照 坂　井　　　正 大久保　利　廣 山　本　　　陵

委　員　1 新　井　幹　夫 塚　田　綾　子 新　井　幹　夫 坂　井　　　正

委　員　2 和　田　一　秀 小　林　和　人 峰　村　正　一 峰　村　正　一

委　員　3 山　本　　　陵 松　本　敏　照

長 野 広 域 連 合 議 会 議 員 西　沢　哲　朗 新　井　幹　夫

小 川 村 消 防 委 員 会 委 員 坂　井　　　正 和　田　一　秀 松　本　敏　照

人権を尊重し差別のない明るい小川村を築く審議会委員 新　井　幹　夫 峰　村　正　一

　10 月２日、臨時議会が開催され、議長及び副議長の選出、議会構成について協議が
行われました。議長及び副議長、議会構成については次のとおりです。

第18代　小川村議会構成
	 議　　長	 西　沢　哲　朗
	 副	議	長	 新　井　幹　夫
	 監査委員	 小　林　和　人　

　任期満了に伴う村議会議員一般選挙が９月 19 日に告示され、定数 10 名に対して
現職 5 名、新人 5 名の合わせて 10 名が立候補し、無投票で当選しました。
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１
坂さ

か
い井　

　

正
た
だ
し

①
①皆さんのお力になれますよ

うに努力します。
②ありがとうございます
③犬の散歩。走ること。登山。

新
議
員
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た

①
抱
負

②
好
き
な
言
葉

③
趣
味
・
特
技

お
名
前
の
上
の
番
号
は
、
議
席
番
号

下
の
○
囲
み
の
数
字
は
当
選
回
数

２
新あ

ら
い井　

幹み
き
お夫

③
①民意を尊重して、村づくり

に全力で頑張ります。
②温故知新
③ぶらり旅、薪づくり

３
塚つ

か
だ田　

綾あ
や
こ子

②
①村民のみなさまが咲かせる

花と花を飛び回り実を結ぶ
蜂の様になりたいです。

②雨ニモマケズ風ニモマケズ
③豊かな自然の中にいる事

５
和わ

だ田　

一か
ず
ひ
で秀

①
①村が抱える課題に向き合い
「誰もが暮らしやすい村」
を目指し、活動します。

②温故知新・不易流行
③農業機械整備・スキー

７
小こ

ば
や
し林　

和よ
り
ひ
と人

⑤
①村民益に基づいて議会と議

員として村づくりに尽して
いきたい。

②忘己利他と和常
③語り合い（宴）スポーツ

８
大お

お
く
ぼ

久
保
利と

し
ひ
ろ廣

②
①村民の意志を村政につなげ

住みよい村づくりに全力で
取り組みます。

②為せば成る
③スポーツ観戦・野良仕事

10
峰み

ね
む
ら村　

正
し
よ
う
い
ち一

①
①「日本一美しい村」小川村の

風情に似合う民度の高い「憧
れの地方自治」村民の皆様と。

②融和団結　
③海釣り。料理と食べ歩き。

11
松ま

つ
も
と本　

敏と
し
て
る照

①

６
西に

し
ざ
わ沢　

哲て
つ
ろ
う朗

③
①信頼される議会づくりと住

み良い村づくりに努力しま
す。

②和して同ぜず
③短歌・ゲートボール

９
山や

ま
も
と本　

　

陵
り
ょ
う

①
①村民皆様の声と意思を村政

へ届ける為、微力ではあり
ますが尽力致します。

②不撓不屈・言行枢機
③仕事・ドライブ・読書

※
４
番
は
欠
番
で
す
。

①尊敬する伊藤博文・サッチャ
ー・安倍晋三氏の政策手法
を範とし村を護ります。

②考えは言葉～行動～習慣に
③家族旅行＆毎日1時間読書
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９
月
定
例
会
が
8
月
29
日
か
ら
9
月
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度
決
算
認
定
が
あ
り
、
一
般
会
計
は
実
質

収
支
３
億
６
，
６
３
０
万
６
，
１
４
０
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
人
事
案
３
件
、
事
件
案
１
件
、
契
約
の
締
結
案
３
件
、
令
和
５
年

度
補
正
予
算
案
４
件
が
提
案
さ
れ
、
全
件
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
決
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

9
月
定
例
村
議
会

◇
人
事
案
◇

■
小
川
村
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◦
三
水
弘
好
さ
ん
（
高
府
中
町
）
を
選
任

す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
小
川
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に

つ
い
て

◦
北
田
愛
治
さ
ん（
下
市
場
）を
任
命（
再
任
）

す
る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

■
小
川
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

◦
松
本
雄
二
さ
ん
（
成
就
第
一
）
を
任
命
す

る
こ
と
に
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

◇
事
件
案
◇

■
長
野
市
と
小
川
村
と
の
間
に
お
け
る
教

育
事
務
の
受
託
に
つ
い
て

◇
契
約
の
締
結
案
◇

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

◦
令
和
５
年
度 

星
と
緑
の
ロ
マ
ン
館
浴
室

改
修
工
事 

８
，
９
８
１
万
円

　

高
木
建
設
株
式
会
社

◦
令
和
５
年
度 
公
共
土
木
施
設
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
村
道
１
号
線
小
川
村
堰
口

橋
下
）　　
　
　
　
　

 
５
，
８
３
０
万
円

　

川
浦
・
丸
山
復
旧
復
興
建
設
工
事
共
同

企
業
体

◦
令
和
５
年
度 

公
共
土
木
施
設
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
村
道
１
２
号
線
小
川
村
奈

良
尾
上
）　　
　
　
　

 

４
，
９
５
０
万
円

　

川
浦
・
丸
山
復
旧
復
興
建
設
工
事
共
同

企
業
体

◇
令
和
５
年
度
補
正
予
算
案
◇

■
一
般
会
計
（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
３
億
８
７
１
万
７
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

37
億
９
，
３
３
７
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◦
在
宅
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
非
常
放
送
設

備
更
新
事
業 

１
７
１
万
円

◦
価
格
高
騰
特
別
対
策
支
援
事
業　３

１
５
万
円

◦
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
給

付
事
業 

１
８
９
万
円

◦
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金　

　

１
３
３
万
円

◦
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　

11
万
円

◦
新
規
就
農
者
経
営
発
展
支
援
事
業
補
助

金 　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
５
万
円

◦
堆
肥
セ
ン
タ
ー
営
繕
修
繕
料 

55
万
円

◦
降
雨
テ
レ
メ
ー
タ
ー
保
守
委
託
料　
　

 
 

 

２
５
０
万
円

◦
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

 

３
０
３
万
円

◦
道
路
維
持
補
修
事
業 

３
，
５
５
０
万
円

◦
公
営
住
宅
建
設
関
連
上
下
水
道
工
事
負

担
金 

７
５
０
万
円

◦
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
機
器
リ
ー
ス
料
他　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

83
万
円

◦
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

４
，
０
５
５
万
円

◦
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業

 

　

２
億
５
２
２
万
円

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
４
５
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
億
１
，

０
９
６
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
施
設
維
持
管
理
経
費 

74
万
円

◦
給
水
工
事
費 

２
８
６
万
円

◦
地
方
債
償
還
金 

91
万
円

■
下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
７
３
５
万
５
千
円
を
追
加

し
、
歳
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

２
億
８
０
２
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
修
繕
料 

31
万
円

◦
排
水
設
備
工
事
費 

７
０
４
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
２
，
４
５
８
万
１
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

５
億
２
９
５
万
８
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◦
支
払
準
備
基
金
積
立
金 

 

１
，
５
０
０
万
円

◦
国
庫
支
出
金
返
還
金 

９
５
８
万
円
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▼
設
置
な
し
の
場
合

　

約
4
割
が「
全
焼
」「
半
焼
」で
、
火
災
発

見
の
遅
れ
に
よ
り
被
害
が
拡
大
し
た
。

■
10
年
を
目
安
に
取
替
え
る

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
電
子
部
品
の

寿
命
や
電
池
切
れ
な
ど
で
、
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
、
大
変
危

険
で
す
。

◆
問
合
せ

　

長
野
市
消
防
局　

新
町
消
防
署

　
　

☎
０
２
６―

２
６
２―

５
１
１
９

　
　

Fax
０
２
６―

２
６
２―

２
１
１
９

《
自
治
功
労

・
旭
日
単
光
章
受
章
》

　

和
田
亨
氏
は
昭
和
46
年
10
月
か
ら
昭
和

62
年
9
月
ま
で
4
期
16
年
村
議
会
議
員
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
監
査
委
員
を
は
じ
め
土
木
常

任
委
員
長
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
、
建

設
経
済
常
任
委
員
長
等
要
職
を
歴
任
し
、

地
方
自
治
の
振
興
と
本
村
の
発
展
に
寄
与

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

バ
ス
共
通
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド「
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」

カ
ー
ド
の
導
入
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
こ

と
を
記
念
し
、
10
月
21
日
㈯
を
「
Ｋ
Ｕ
Ｒ

Ｕ
Ｒ
Ｕ
（
く
る
る
）
無
料
の
日
」
と
し
、
バ

ス
の
乗
車
運
賃
を
無
料
と
し
ま
す
。

　

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
を
お
持
ち
の
方
は
、
10
月

21
日
に
乗
降
車
の
際
に
タ
ッ
チ
し
て
い
た
だ

く
だ
け
で
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
利
用
可
能
路
線

す
べ
て
が
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.ic-kururu.jp/index.php

◆
問
合
せ

　

く
る
る
カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
６―

２
３
２―

０
９
６
６

10
月
21
日
㈯
は

Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ

（
く
る
る
）無
料
の
日

令
和
５
年
火
災
概
要
（
速
報
）

◎
９
月
30
日
現
在　

34
件
の
増
加

　

長
野
市
消
防
局
管
内
で
は
、
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
１
０
４
件
の
火
災
が
発
生
し

大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

死
者
は
５
人
で
、
全
て
住
宅
火
災
で
発

生
し
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
60
パ
ー
セ

ン
ト
と
高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

長
野
市
消
防
局
管
内
の
火
災
を
振
り
返

る
と
、
住
宅
火
災
で
は
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
が
「
設
置
あ
り
の
場
合
」
と
「
設
置

な
し
の
場
合
」
で
、
被
害
に
差
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
設
置
あ
り
の
場
合

　

約
８
割
が
「
ぼ
や
」「
部
分
焼
」
で
、

早
い
段
階
で
火
災
に
気
づ
き
、
被
害
を
食

い
止
め
た
。

　

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
一
人
ひ
と

り
が
、
火
災
予
防
の
意
識
を
高
め
、
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
守
る
た
め
、
11
月
９

日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
全
国
一
斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
も
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
、
一
日
消
防
長
・
一
日
消
防
士
の
イ
ベ
ン
ト
を
長
野
駅

前
周
辺
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

秋
の
火
災
予
防
運
動

2023
全国統一防火標語

   

火
を
消
し
て

　
　

不
安
を
消
し
て

　
　
　

  

つ
な
ぐ
未
来

11
月
９
日
㈭
か
ら
11
月
15
日
㈬
ま
で

　

長
野
県
最
低
賃
金
の
お
知
ら
せ

　　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低
賃
金
」
が

令
和
５
年
10
月
１
日
㈰
か
ら
時
間
額
９
４
８
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
賃
金
の
引
き
上
げ
の
環
境
整
備
、
雇
用
の

維
持
を
図
る
た
め
の
支
援
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

長
野
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

☎
０
２
６―

２
２
３―

０
５
５
５



	会計ごとの決算は下表のとおりです。
会　　　計 歳入総額 歳出総額 前年度比

（歳出）

一 般 会 計 37 億 5,633 万円 33 億 9,002 万円 19.8％

国保事業勘定 2 億 9,109 万円 2 億 6,789 万円 △ 7.1％

国保直診勘定 1 億　277 万円 9,454 万円 2.4％

簡 易 水 道 2 億 7,190 万円 2 億 7,125 万円 5.8％

村 営 バ ス 3,441 万円 3,396 万円 1.4％

下 　 水 　 道 2 億 5,380 万円 2 億 5,219 万円 35.7％

介 護 保 険 4 億 6,962 万円 4 億 4,453 万円 △ 4.0％

後期高齢者医療 4,175 万円 4,175 万円 2.7％

合　　　計 52 億 2,167 万円 47 億 9,613 万円 14.4％

基金の状況
会　計 基 　 金 　 名 年度末現在高

一　般

財 政 調 整 12 億 9,980 万円

減　　　　債 10 億 2,250 万円

そ 　 の 　 他 9 億　116 万円

国　保 診療施設運営 218 万円

介　護 支 払 準 備 4,275 万円

合　　　　　計
（対前年度）

32 億 6,839 万円
（1億3,347万円増）

1億7，808万円
　　　（4.7％）

1億4，617万円
         （3.9％）

1億2，649万円
          （3.5％）

1億8，715万円
　　　（5.0％）

7，265万円（1.9％）

33億9，002万円

5億1,076万円
　　（15.1％）

5億8,692万円
　　（17.3％）

3億8,828万円
　　（11.5％）

1億1,376万円（3.3％）

2億4,989万円
　　（7.4％）

5億7,848万円
　　（17.1％）

 教育費
   2億5,126万円
　　　（7.4％）

 1億4,638万円 （4.3％）

9,968万円（2.9％）
4，476万円（1.3％）

4億1,985万円
（12.4％）

土木費

民生費

総務費
公債費

消防費
議会費

衛生費

商工費

農林水産業費

災害復旧費

  県支出金

  地方譲与税等

国庫支出金

村債

諸収入
その他

村税 4億2，272万円
　　（11.3％）

繰越金

1億4，120万円（3.7％）

地方交付税
　

18
.9％

19億1，701万円
　　　（51.0％）

5億6，486万円
　　　（15.0％）

18
.9％

自主
財源

依存財源 78
.1％

37億5,633万円

21
.9％

《一般会計歳入》

　村税は、個人住民税は減少となりましたが、法人住民税及び固
定資産税が増加し、前年度比 2.4％増となっています。歳入で最も
大きな割合を占める地方交付税は、豪雨災害対策費用として特別
交付税で措置されたことにより、4,571 万円の増となりました。
　国、県支出金は、災害復旧に伴う負担金や新型コロナウイルスワ
クチン接種補助金、地方創生交付金、子育て世帯等臨時特別支援
事業費補助で前年比 45.0%増となっています。
　村債は、村営住宅整備事業で 1 億 60 万円のほか、道路維持補修・
橋梁維持補修事業、小・中学校のトイレ改修事業などにより1 億
7,808 万円となりました。
　歳入全体に占める村税などの自主財源は21.9％で、残り78.1％が、
国や県から交付される依存財源となっています。

  令和 4 年度　  　わが村の家計簿  
　

9
月
定
例
村
議
会
で
令
和
4
年
度
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。令
和
4
年
度

は
村
長
選
挙
が
行
わ
れ
た
た
め
、
一
般
会
計
28
億
7
百
万
円
の
骨
格
予
算
で
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。染
野
村
政
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
、「
人
が
集
い
賑
わ
う
村
づ
く

り
」を
目
指
し
、“
産
業
振
興
と
地
域
の
活
性
化
”“
保
健・医
療・福
祉
の
充
実
”“
子
ど

も
子
育
て
支
援
”“
安
心・安
全・快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
”“
文
化
の
振
興
”“
健
全
な

財
政
運
営
”に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
4
年
8
月
6
日
に
発
生
し
た
豪
雨
災
害
の
復
旧
と
、
前
年
度
か
ら

引
き
続
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
対
策
事
業
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

決
算
の
状
況
で
す
が
、
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
33
億
９
，０
０
２
万
円
で
前
年

比
19・8
％
、
５
億
6
，０
４
８
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

8
月
6
日
発
生
の
豪
雨
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
費

（
4
億
1
，９
８
５
万
円
）が
大
き
く
前
年
度
に
比
べ
増
加
し
た
こ

と
、
移
住・
定
住
地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
、
大
久
保
地
籍
に

村
営
住
宅（
戸
建
て
3
棟
、
単
身
用
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
4

戸
1
棟
）を
建
設（
1
億
３
，４
５
8
万
円
）し
た
こ
と
、
将
来
の

財
政
負
担
に
備
え
る
た
め
財
政
調
整
基
金
に
積
立（
1
億
円
）し

た
こ
と
な
ど
の
要
因
に
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

移
住
定
住・地
域
活
性
化
対
策
事
業
で
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
事
業
、
空
家
活
用
推
進・改
修
事
業
、
白
馬
長
野
有
料
道

路
割
引
回
数
券
事
業
等
を
実
施
し
ま
し
た
。感
染
症
の
流
行
状

況
に
注
意
し
な
が
ら
も
、
首
都
圏
な
ど
で
移
住
相
談
会
に
参
加

し
、
小
川
村
へ
の
移
住
体
験
ツ
ア
ー
も
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。こ
の
ほ
か
、
結
婚
支
援
事
業
、
若
者
就
労
激
励
金
事

業
、
美
し
い
村
推
進
事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

経
済
の
活
性
化
で
は
、
引
き
続
き
大
豆
振
興
事
業
補
助
金
や

そ
ば・雑
穀
振
興
事
業
補
助
金
、
組
織
型
営
農
支
援
事
業
な
ど

農
業
振
興
事
業
補
助
、
農
作
業
受
託
等
を
行
う
農
林
公
社
み
ら

い
へ
の
支
援
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
事
業
、
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
、
ま
た
、
商
工
業
の
支
援
と
し
て
小
規
模
事
業

経
営
改
善
普
及
事
業
補
助
金
や
保
証
料
補
給
金
な
ど
を
実
施
し
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1億7，808万円
　　　（4.7％）

1億4，617万円
         （3.9％）

1億2，649万円
          （3.5％）

1億8，715万円
　　　（5.0％）

7，265万円（1.9％）

33億9，002万円

5億1,076万円
　　（15.1％）

5億8,692万円
　　（17.3％）

3億8,828万円
　　（11.5％）

1億1,376万円（3.3％）

2億4,989万円
　　（7.4％）

5億7,848万円
　　（17.1％）

 教育費
   2億5,126万円
　　　（7.4％）

 1億4,638万円 （4.3％）

9,968万円（2.9％）
4，476万円（1.3％）

4億1,985万円
（12.4％）

土木費

民生費

総務費
公債費

消防費
議会費

衛生費

商工費

農林水産業費

災害復旧費

  県支出金

  地方譲与税等

国庫支出金

村債

諸収入
その他

村税 4億2，272万円
　　（11.3％）

繰越金

1億4，120万円（3.7％）

地方交付税
　

18
.9％

19億1，701万円
　　　（51.0％）

5億6，486万円
　　　（15.0％）

18
.9％

自主
財源

依存財源 78
.1％

37億5,633万円

21
.9％

ま
し
た
。

　

健
康
長
寿
対
策
で
は
、
診
療
所
の
常
勤
医
師
の
不
在
に
伴
う

派
遣
医
師
の
確
保
や
新
町
病
院
へ
の
運
営
費
補
助
な
ど
医
療
体

制
の
確
保
に
取
組
み
ま
し
た
。保
健
師
や
管
理
栄
養
士
に
よ
る

訪
問
指
導
や
地
区
講
座
、
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
妊
産
婦

健
診
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
取
組
む
と
と
も
に
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
小
川

の
湯
）の
運
営
や
在
宅
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
（
サ
ン
リ
ン
グ
）の

空
調
設
備
を
更
新
す
る
な
ど
施
設
の
長
寿
命
化
に
も
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
で
は
、
に
こ
に
こ
保
育
園
や
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、
す
こ
や
か
成
長
祝
金
等
を
引
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
規
に
出
産・子
育
て
応
援
交
付
金
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
で
は
、
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
や
小・中
学
校

の
ト
イ
レ
改
修（
洋
式
ト
イ
レ
化
）中
学
校
の
Ｗ
ｉ―
Ｆ
ｉ
整
備
に

取
組
み
ま
し
た
。社
会
教
育
で
は
、
分
館
活
動
交
付
金
や
伝
統

芸
能
保
存
補
助
金
の
ほ
か
、
県
立
長
野
図
書
館
の
実
施
す
る“
デ

ジ
と
し
ょ
信
州
”に
参
加
す
る
と
と
も
に
閲
覧
可
能
な
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ
環
境
等
を
整
備

し
ま
し
た
。ま
た
、
び
っ
く
ら
ん
ど
小
川
や
ふ
る
さ
と
ら
ん
ど
小
川
の
運
営
も
継
続

し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
防
災
対
策
で
は
、
防
火
水
槽
の
修
繕（
高
山
寺
地
籍
）や
消
火
栓
用
ホ
ー
ス

購
入
、
豪
雨
災
害
に
伴
う
家
屋
へ
の
流
入
土
砂
の
撤
去
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

 

“
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
”対
策
で
は
、
国
か
ら
の『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
』を
活
用
し
、
小・中
学
校
や
バ
ス
テ
ィ
高

府
の
網
戸
設
置
、
消
費
促
進
商
品
券
事
業
や
生
活
応
援
商
品
券
事
業
、
子
育
て
応

援
支
援
金
、
学
び
の
応
援
交
付
金
な
ど
の
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

村
の
財
政
状
況
は
令
和
4
年
度
末
、
村
債
残
高
30
億
3
，６
３
５
万
円（
前
年
度

比
8・
1
％
の
減
）、
基
金
保
有
額
32
億
6
，８
３
９
万
円（
前
年
度
比
4・
3
％
の

増
）で
あ
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は
7・6
％
（
前
年
度
比
1・3
ポ
イ
ン
ト
の
減
）

と
財
政
の
健
全
化
を
示
す
指
標
は
、
健
全
な
財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

令　和
2年度

令　和
元年度

令　和
3年度

令　和
4年度

平　成
30年度

平　成
29年度

平　成
26年度

一般会計 特別会計

0 5 10 15 20 25 30 35 40

36億
3,541万円

33億
  388万円

18億
8,290万円

14億           
2,098万円

30億
3,635万円

16億
7,535万円

13億           
6,100万円

39億
9,202万円

18億
　990万円

21億
8,212万円

15億
　1,335万円

21億
2,206万円

39億
6,677万円

16億
　3,932万円

23億
2,745万円

39億
2,021万円

16億
　7,568万円

22億
4,453万円

億

《一般会計歳出》

　社会福祉、高齢者福祉が多くを占める民生費が 17.3％、基金積
立や地方創生事業、移住定住対策、村づくり、役場庁舎管理など
の総務費が 17.1％、公営住宅建設や村道維持補修、橋梁長寿命
化事業、除雪事業などの土木費が 15.1％、豪雨災害による災害復
旧費が 12.4％、借金返済にあたる公債費が 11.5％、小中学校運営、
社会教育やスポーツ振興などの教育費が 7.4%、健康診断、ゴミ
処理などの衛生費が 7.4％、と続いています。

　村債（村の借金）は、皆さんの恒久的な
福祉向上のための施設整備等に活用されま
す。また、村債は将来的に施設を利用する
村民の方にもご負担をいただき、世代間の
公平を図る重要な役割があります。村債の
返済は、将来の経常的経費にあたるため、
計画的な借り入れに努めています。村債総
額の約６割は地方交付税で村に還元されま
すので、村の負担は約４割程度になります。

村債残高の推移

  令和 4 年度　  　わが村の家計簿  
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広報おがわ・�

高齢者、障がい者、子どもたちのために　＜民生費＞
　
●高齢者福祉 1 億 4,125 万円
●障がい者福祉事業 1 億 3,866 万円
●にこにこ保育園・児童クラブ 6,939 万円
●福祉企業センター 3,353 万円
●児童手当給付 2,104 万円
●在宅福祉支援センター事業 1,532 万円
●福祉医療費 1,437 万円
●老人福祉センター小川荘運営 1,679 万円
●価格高騰緊急支援給付金事業等 2,904 万円
●青少年健全育成・人権対策 19 万円
●すこやか成長祝金  179 万円
●出産・子育て応援交付金 155 万円

※村民一人当たりの額は令和 5年 3月 31 日現在の
住民基本台帳人口（2,283 人）を基に算出

道路整備や除雪、住宅事業に　＜土木費＞

●道路舗装・維持等  1 億 937 万円
●除雪事業　  4,878 万円
●橋梁長寿命化事業   2,350 万円
●公営住宅建設事業  1 億 3,458 万円
●河川・砂防維持事業等  　488 万円

観光・商工業の振興に　＜商工費＞
　
●星と緑のロマントピア事業  2,388 万円
●商工会補助金  583 万円
●白馬ルート地域振興協議会負担金 20 万円
●商工業者融資事業補助金  183 万円
●道の駅活性化施設運営  62 万円

農林業の振興に　＜農林水産業費＞
　
●農業振興補助事業　　　　　　 　2,304 万円
●農地再生利用拡大事業　　　　　 1,257 万円
●木質バイオマス推進事業　　　　 　1,029 万円
●鳥獣害対策事業　　　　　　　 　　896 万円
●地域づくり活動支援　　　　　　 　315 万円
●堆肥センター運営　　　　　　　 　1,344 万円
●林道整備事業　　　　　　　　 　　125 万円
●支障木伐採事業　　　　　　　 　　 100 万円
●森林環境譲与税活用事業 657 万円

健康管理やごみ処理に　＜衛生費＞
　
●保健予防事業（健診等）　　　　 2,160 万円
●新型コロナウイルスワクチン接種 2,538 万円
●ごみ収集・処理費 1,488 万円
●長野広域ごみ処理施設建設負担金  298 万円
●火葬場運営　　　　　　　　　　　 363 万円
●し尿処理委託費　　　　　　　　　 520 万円

村民１人当たりに使われた金額は　

1,484,897円（一般会計分）
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◀
３
年
ぶ
り
の
開
催　
　

　

大
勢
の
人
が
集
ま
っ
た
お
ま
つ
り
ス
ペ
ャ
ル

in
Ｏ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ

主な経費は次のとおりです。

◀
大
久
保
に
建
設
さ
れ
た
村
営
住
宅

◀
8
月
6
日
の
豪
雨
に
よ
り
村
内
各
所
が
被
災

し
ま
し
た



　

　令和 4 年度決算に基づく「健全化判断比率」と「公営企業会計に係る資金不足比率」を公表します。全比率が早期健全化
基準以下を示しています。
　健全化判断比率の算出表は役場でご覧いただけます。

①
実質赤字比率

②
連結実質赤字比率

③
実質公債費比率

④
将来負担比率

小川村の比率 ― ― 7.6％ ―

早期健全化基準 15.0％ 20.0％ 25.0％ 350.0％

財政再生基準 20.0％ 30.0％ 35.0％

特別会計の名称 資金不足比率

簡易水道事業 ―

下 水 道 事 業 ―

早期健全化基準 20.0％

　「健全化判断比率」は、地方公共団体の
財政の健全度を表す指標で、右記の①〜④
の指標があります。いずれかが基準以上と
なった場合は、財政健全化に向けた取組み
が必要になります。

①②④が「―」とあるのは、黒字決算を表します。

　「公営企業会計に係る資金不足比率」とは公営企業ごとの資金不足の比率です。

安全を守るために　＜消防費＞
　
●広域消防委託費 7,871 万円
●防火水槽修繕 135 万円
●分団運営交付金 193 万円
●家屋流入土砂撤去 175 万円
●消火栓用ホース購入 110 万円

その他一般行政経費に　＜総務費＞
　
●区交付金　  　380 万円
●移住定住戦略推進事業  452 万円
●地域おこし協力隊  1,973 万円
●白馬長野有料道路回数券助成  1,563 万円
●若者就労激励金　　   90 万円
●美しい村推進事業　  226 万円
●公共交通利便性向上事業  213 万円
●廃屋解体事業　　　　　　　　　　　137 万円
●結婚支援事業　　　　　　　　　　　154 万円
●ふるさと納税事業　　　　　　　　 1,328 万円
●財政調整基金積立金　　　　　　1 億 838 万円

財政の健全化判断比率の公表

災害復旧経費に　＜災害復旧費＞
　
●公共土木施設（繰越分含む）  3 億 5,713 万円
●農林業施設（繰越分含む）  6,272 万円

①実質赤字比率 　　… 一般会計等普通会計に相当する会計における実質赤字の
　　　　　　　　　　 比率
②連結実質赤字比率 … 全ての会計の実質赤字の比率
③実質公債費比率　 … 公債費及び公債費に準じた経費の比重を示す比率
④将来負担比率　　 … 地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質的な
                                負債を捉えた比率

教育や文化の振興に　＜教育費＞
　
●共同調理場運営　  　1,051 万円
●小学校講師・支援員・ＡＬＴ配置 1,263 万円
●中学校講師・支援員・ＡＬＴ配置 1,123 万円
●高校通学費補助金　  　648 万円
●小学校トイレ改修　  1,128 万円
●中学校トイレ改修　  913 万円
●おがわ未来塾  47 万円
●分館活動交付金　　　  250 万円
●社会体育事業　　　  295 万円
●文化財保護事業　　　  512 万円
●びっくらんど小川運営　  5,783 万円
●ふるさとらんど小川運営  899 万円

新型コロナウイルス感染症対策事業　
　　《新型コロナウイルス感染症対応
　　　　　　　　　　地方創生臨時交付金事業》

●消費促進商品券事業 2,358 万円
●生活応援商品券事業 4,625 万円
●子育て支援金事業 185 万円
●福祉暖房費　　　　 244 万円
●宿泊応援補助金　　 463 万円
●飲食店等支援交付金　 454 万円
●家畜飼料高騰対策補助　  61 万円
●小中学校網戸設置等　 112 万円
●郷土料理給食  56 万円村の借金返済に　＜公債費＞

　
●長期償還金（元金・利子）  2 億 9,123 万円
●繰上償還元金  9,705 万円
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会　計
税務係

納
期
限　
10
月
31
日
㈫

　

納
期
ま
で
の
納
付
、
口
座
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
個
人
住
民
税
（
３
期
）

くら 報し 情の

社　会
福祉係

電
力・
燃
料・
食
料
品
等
の

価
格
高
騰
に
伴
う
給
付
金

　

こ
の
た
め
、
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら

10
月
２
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
に
は
、
10
月
下
旬
か
ら

11
月
上
旬
に
か
け
て
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、
お

手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大
事
に
保
管
し
、

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て

く
だ
さ
い
（
令
和
５
年
10
月
３
日
か
ら
12

月
31
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
た
方
は
、
令
和
６
年
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
）。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、

老
後
は
も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の

と
き
に
も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。

保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
キ
チ
ン

と
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
問
合
せ

　

長
野
南
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
６―

２
２
７―

１
２
８
６

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で

す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
令
和
５
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
（
令
和
５
年
中
に
納
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
過
去
の
年
度
分
の

保
険
料
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、

ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）
の
負
担

す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い

る
場
合
、
そ
の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申

告
を
行
う
と
き
に
、
保
険
料
を
支
払
っ
た

こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

《
長
野
県
・
小
川
村
価
格
高
騰
特
別
対
策

支
援
金
》

◆
給
付
対
象
の
所
得
要
件

①
基
準
日
（
令
和
５
年
10
月
１
日
）
に
お

い
て
、
小
川
村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

世
帯
全
員
の
令
和
５
年
度
の
住
民
税
所

得
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

②
令
和
５
年
１
月
以
降
の
家
計
急
変
世
帯

※
既
に
支
給
決
定
が
さ
れ
て
い
る
「
小
川

村
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援
事
業

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
（
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品

等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
））」
の

支
給
対
象
の
世
帯
を
除
く
。

◆
給
付
額　

１
世
帯
あ
た
り
２
万
円

◆
申
請
期
限

①
令
和
５
年
12
月
15
日
㈮
ま
で

②
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
ま
で

《
長
野
県
・
小
川
村
子
育
て
世
帯
生
活
支
援

特
別
給
付
金
（
低
所
得
世
帯
分
）》

◆
給
付
対
象
の
養
育
要
件

①
児
童
手
当
受
給
者

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

③
新
規
児
童
手
当
受
給
者

④
新
規
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

◆
給
付
対
象
の
所
得
要
件

①
令
和
５
年
度
の
住
民
税
所
得
割
が
非
課

税
で
あ
る
者

②
令
和
５
年
１
月
以
降
の
家
計
急
変
者

※
既
に
支
給
の
決
定
が
さ
れ
て
い
る
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
等
に
対
す
る
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
（
ひ
と
り

親
世
帯
分
及
び
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
分
）
の
、
支
給

対
象
の
児
童
を
除
く
。

◆
給
付
額　

児
童
１
人
あ
た
り
３
万
円

◆
申
請
期
限

　

令
和
６
年
２
月
29
日
㈭
ま
で

☆
共
通
事
項

◆
申
請
方
法

　

住
民
税
所
得
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯

の
方
に
は
順
次
お
知
ら
せ
通
知
、
確
認
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
役

場
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ

　

住
民
福
祉
課　

社
会
福
祉
係

　

☎
０
２
６―

２
６
９―

２
３
２
３

住民係

人
権
相
談

◆
日　

時　

11
月
6
日
㈪

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場　

所　

役
場
2
階　

会
議
室
ほ
か

◆
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員

　
　

福
嶋　

美
雪　
　

川
又　

啓
一

◆
相
談
無
料　

秘
密
厳
守　

予
約
不
要

住民係

国
民
年
金



月 火 水 木 金 土
　　 　 　 1 2 3 4

 8:30~11:15
   

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

　
14:00~16:00

6 7 8 9 10 11
 8:30~11:15 内科

安村匡弘
整形外科
重松泰介

   内科
　（午前のみ）

小林由紀

内科
小林和生

糖尿病内科
小林由紀

内科
山川淳一

14:00~16:00

13 14 15 16 17 18
 8:30~11:15 内科

細川康雄 整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀 内科

宮尾陽一

内科
宮尾陽一

14:00~16:00

20 21 22 23 24 25
 8:30~11:15 内科

安村匡弘
整形外科
重松泰介

   内科
　（午前のみ）

小林由紀

内科
小林和生

　

内科
山川淳一

14:00~16:00

27 28 29 30 　 　
 8:30~11:15 内科

細川康雄 整形外科
重松泰介

内科
小林淳生

糖尿病内科
小林由紀

14:00~16:00

11
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月日 曜日 行　　　　　　　事

10.14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木 おがわ熟年大学 開校式（公）

20 金 健やか教室（び）
梅原司平コンサート（バ）

21 土

22 日 おまつりスペシャル in OGAWA（び）

23 月

 24 火

25 水

26 木 定例教育委員会（役）

27 金 小学校音楽会（小）

28 土

29 日 粗大ごみ収集

30 月

 31 火

11.1 水

2 木

3 金《文化の日》

　 4 土

5 日

6 月 人権相談（役）

7 火

8 水

9 木

10 金

11 土

◆小林淳生（小林クリニック七瀬院長）　　◆本郷　実（新町病院）
◆小林和生（小林クリニック七瀬副院長） ◆細川康雄（新町病院）
◆重松泰介（整形外科） ◆安村匡弘（新町病院）
◆宮尾陽一（内科）  ◆山川淳一（篠ノ井総合病院）
◆小林由紀（糖尿病内科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

診療所　診療担当医表（11月分）

（診）診療所 ／（保）保健センター ／（び）びっくらんど小川／
（役）役場 ／（に）にこにこ保育園 ／（小）小学校／（中）中学
校／（公）公民館／（ふ）ふるさとらんど小川／（プ）プラネタ
リウム館／（バ）バスティ高府／（大）大洞グラウンド

小川村国保直営診療所　☎ 026-269-2279

村の人口　　（令和 5 年 10 月１日現在  前月比）

 人　口 2,276 人 −　2

 男 1,125 人 ±　0

 女 1,151 人    −　2

 世帯数 1,034 戸 ±　0

◆ご冥福をお祈りします　（敬称略）

   氏　　名   月  日 地　区
 松本　孝雄 ８/    ９ 成就第二
 手塚　幸男 ８/ １３ 向清水坂
 宮尾　悦子 ８/ ２２ 高山寺
 権田　照男 ８/ ２３ 久木本郷
 小林　健一 ８/ ２７ 日　影
 大西　信光 ８/ ３１ 中尾第一

くら 報し情の

※火曜日の小林由紀医師による診察は9:00～11:15となります。
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広報おがわ　2023.10

　　　

●創立40周年 第34回長野写友会写真展
　ふるさと四季のふれあい

～信濃からの便り～
◆展示期間　10 月5日㈭〜 11 月 4 日㈯
◆入場無料
　長野写友会の皆様による写真展を開催いたしま
す。写真で綴るふるさ
との自然・暮らし・祭
り・途。郷土の四季の
歩みを、この機会に是
非ご覧ください。

☎０２６- ２６９- ２２７０
※毎週火曜日休館（火曜日が祝日の場合は水曜日休館）

　　

公民館図書室
　《ぶっくるたんぽぽ》
10 月の新着本 ピックアップ 

【小説】
 球形の囁き 長岡　弘樹
 むかしむかしあるところに、
　　死体があってもめでたしめでたし。
    青柳　碧人
 獣の夜 森　　絵都
 能面検事の死闘 中山　七里

【社会】
 ヤングケアラーってなんだろう？ 濱島　淑恵

【料理】
 うかたま vol. 72

小川村観光協会
ごみ拾いボランティア活動
　10 月1日㈰に小川村観光協会では、オリンピ
ック道路沿線と大洞高原周辺のごみ拾い活動を
実施しました。
　秋の行楽シーズンを前にして、地域の美化に
努め、観光客を温かく迎えるよう、42 人のボラ
ンティアが参加し、ごみを回収しました。　　

　移住促進の一環として小川村探索　ナゾ解きゲーム
の企画を開催しています。
 「星降る里の迷い星」をテーマに、村内を巡りながら
謎を解いていくスタンプラリー形式のイベントです。
◆期間：令和 5 年 10 月1日㈰〜 11 月 5 日㈰  
◆先着 300 名限定　村外のお友達を誘って、謎を解明

し豪華商品をゲットしよう!!
◆抽選で20名様に小川村の特産品をプレゼントします。
◆謎ときカードは、道の駅「ファミリーマート」または、

星と緑のロマン館フロントにあります。

ごみ拾い活動で回収したごみ !!


